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研究成果の概要（和文）：1970年代のメディアと文化について、多角的な共同研究を推進した。映画、テレビ、
雑誌、音楽、政治、市民運動ほかを分析対象とし、当時を代表する作品、出来事や人物（大島渚、蓮實重彦ほ
か）に焦点をあてた研究を推進した。研究成果は、研究代表者を編者とし、すべての研究メンバーが執筆した書
籍『1970年代文化論』（青弓社、2022年）ほか、数多くの日本語と英語による研究書籍・論文、国内外の研究発
表、講演（海外での招待講演含む）などを通して幅広く発信した。

研究成果の概要（英文）：We conducted a comprehensive study of media and culture in the 1970s. We 
analyzed films, television programmes, magazines, music, civic movements, and other media, focusing 
on the representative works on their genres, representations and events of the period. The results 
of our research were published through the book "The 1970s Cultures in Japan" (Seikyusha 2022) and 
through numerous research articles and research presentations.Some research presentations were given
 at the international  research conferences.

研究分野：メディア研究、文化社会学、政治コミュニケーション論

キーワード： 1970年代　メディア　文化　政治の季節　消費文化　戦後　民主主義　学生運動
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研究成果の学術的意義や社会的意義
1960年代および1980年代を対象とした研究は活発に行われてきたが、その一方で1970年代は、必ずしも十分に検
討されてこなかった。特に1970年代のメディアや文化を包括的に検証する先行研究は乏しい。本研究は、当時の
多彩なメディアと文化を検証することで、そうした空白を埋める学術的意義および社会的意義がある。特に、研
究成果を綜合した書籍『1970年代文化論』（青弓社、2022年）は、1970年代の映画、テレビ、文学、雑誌、音
楽、政治、社会運動を包括的に検証した内容であるため、重要な学術的意義と社会的意義がある。また、国内と
国外の両方で幅広く研究成果を発信したことにも学術的・社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 近年、戦後の各時代を批判的に検証する研究が活性化している。とりわけ、1960 年代の戦後
史位置・役割を批判的に再検証する研究は数多く見られ、代表的なものとして小熊英二『1968
（上・下）』（2009）、四方田犬彦・平沢剛編著『1968 年文化論』（2010）他が挙げられる。
これらは、いずれも1960 年代を戦後の文化の転換点と位置づけ、社会学、文化史的な視点か
ら、当時の知的言説の総括や個別の人物論として描写する傾向が顕著である。 
また、1980 年代に焦点をあてた研究も見られ始めている。（杉田敦編『終焉する昭和 1980 年
代』（2016）、斎藤美奈子・成田龍一『1980 年代』（2016）他）。これらの研究は、消費社会
が浸透し、バブル文化が開花した1980 年代を現在につながる文化的「源流」とする前提から出
発している。 
こうした1960 年代、1980 年代の研究にある程度共通しているのは、1960 年代を戦後の転換
点として捉える視点と、1980 年代を60 年代の転換の帰結として捉える視点である。だがそれ
らではその中間に位置する1970 年代の10 年間に、何がどう通時的に変容したのか、また何が
どう残存したのかについての複雑な細部への関心が見過ごされてきた。同時に、多様なメディ
ア・文化領域間の共時的な相互関係・影響についての関心も希薄であった。 
一方、戦後をいくつかに分割し、時代区分として提示する研究もしばしば行われてきた。例
えば大澤真幸は、戦後を３つの区分に分け、戦後から1960 年代を「理想の時代」、70 年代と
80 年代を「虚構の時代」、90 年代以降を「不可能性の時代」と名付けている。だが、こうし
た区分は、60年代と70 年代を断絶として強調することで、逆に変化のプロセスの細部を見えな
くさせる。また、70 年代と80 年代が一括りにされることで、70 年代の固有の性格が十分に検
討されなくなる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、「1970 年代」のメディアと文化を検証し、「高度成長」とその一方で「政治の季
節」「前衛」などで特徴づけられる1960 年代のメディア文化がいかなる持続と変容を遂げて
1980 年代以降の大衆消費文化に接続されたのかを解明する。1960 年代については、「政治の
季節」との関連からメディア・文化表象の政治性、前衛性などを検証する先行研究が数多く存
在する。また、1980 年代文化についても、60 年代と対比的に論じる研究の蓄積が近年見られ
る。だが、2 つの時代の「断絶」の中間に位置する「1970 年代」にいかなる変化が具体的に生
じたのかはこれまで見落とされてきた。本研究では、「1970 年代」に注目し、メディアと文化
の変容の細部を比較メディア論的に検証し、メディア文化史の視点から1970 年代の再定義、戦
後史位置の再考を行った。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、「1970年代」のメディア、文化が60年代の「政治の季節の残滓」と「高度成長期
の跳躍」をどのように拮抗、交錯させながら80年代以降に環流していったかを検証する。その
際、（1）個別ジャンルの分析（映画、テレビ、音楽、雑誌、アート、国家イベント、社会運
動）と共に、（2）多様な対立軸の横断的分析（商業主義/反商業主義、教養主義/反知性主義、
中心/周縁）を行った。 
 
４．研究成果 
研究期間内における継続的かつ広範な研究内容を比較メディア論的に綜合し、研究代表者を
編者とし、すべての研究メンバーが執筆した書籍『１９７０年代文化論』（青弓社、２０２２
年）で包括的な研究成果を社会に発信するとともに、その他に数多くの研究論文、国内外での
研究発表、各種の講演等（海外の招待講演など含む）を通して研究成果を幅広く発信した。 
  上述の書籍『１９７０年代文化論』は、沖縄返還や日中国交正常化などの政治の動き、高度
経済成長や第一次石油ショックなどの経済の変容を押さえたうえで、1970 年代の映画、テレ
ビ、雑誌、文学、音楽、アート、国家イベント、社会運動を横断的に考察した。その際、「家
族・若者・中高年」「政治・性・マイノリティ」「国家・地方・周縁」などに注目しながら予断
を排して検証を行った。 
 本書は、〈政治の季節〉から消費社会への過渡期という 1970 年代の単線的な歴史理解を退け
て、新自由主義、新左翼、ポストモダン、戦後民主主義などが複雑に交錯した 70 年代の文化の
深淵に迫り、「70年代とは何か」という問いに正面から応答する試みである。序章（みえにく
い 1970 年代（日高勝之））は、1970 年代の一筋縄ではいかない複雑さを示しつつ、研究の問題
意識を述べた。第 1章（「からかい」からみる女性運動と社会運動、若者文化の七〇年代――雑
誌「ビックリハウス」におけるウーマン・リブ/フェミニズム言説を通じて（富永京子））は、
当時を代表する雑誌が女性運動をどのように受容したのかを丁寧に検証した。第 2章（家族と
テレビドラマの一九七〇年代――「ホームドラマ」から「反ホームドラマ」への転換とその背



景 （米倉 律））は、当時、反ホームドラマが現れたことの背景を、家族の変化やテレビ視聴の
個人化などと結びつけて解き明かした。第 3章（「司馬史観」への共感とポスト「明治百年」―
―「教養主義の没落」後の中年教養文化 （福間良明））は、当時、多くの読者を獲得した司馬
遼太郎の文学について、高度経済成長後のビジネスマンの教養の観点から考察を行った。第 4
章 （大島渚と蓮實重彦――反時代・フランス・マゾヒズム（日高勝之））は、当時を代表する
映画監督と映画批評家をつなぐ共通項を、連合赤軍事件、三島事件など〈政治の季節〉の出来
事との関係から検証した。第 5章（太田竜――ポスト新左翼の「革命」とアイヌ民族運動の胎
動（藤巻光浩））は、当時、活発化したアイヌ民族運動をポスト新左翼の代表的な活動家の動向
と結びつけて検証した。第 6章（東郷健――マイノリティ・ポリティクスとアートの不都合な
関係（長﨑励朗））は、性的マイノリティの権利を掲げた政治家の当時の社会的受容を、芸能界
などとの比較から検証した。第 7章（テレビが媒介するナショナルな時空間の編成――NHK『新
日本紀行』を中心に（米倉 律））は、当時を代表するテレビ紀行番組の表象のありようを、変
化する「故郷」への社会やメディアのまなざしの観点から分析した。第 8章（四畳半テレビ―
―CATV とビデオ・アートが夢見た「コミュニティメディア」（飯田豊））は、大阪万博後の時代
やテレビの民主化との関係から、地方の CATV の検証を行った。そして、終章（「癒合」の時代
――一九七〇年代のリアルと現代性（日高勝之））は、全ての章を整理すると共に、1970 年代
は、新自由主義、新左翼、ポストモダン、戦後民主主義などが複雑に交錯するメタプロセスが
進行した時代であったと述べ、それゆえに、「『癒合』の時代」と形容するのに相応しい時代で
あったと結論づけた。最後に、1970 年代とウィズ/ポスト・コロナの時代の 21世紀の現在との
関係性について議論した。 
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